
　ラボラトリーグロウンダイヤモンドの
魅力を国内外へ啓蒙活動していくとし
て、一般社団法人日本グロウンダイヤ
モンド協会（JGDA。石田茂之代表理
事）のエグゼクティブオーガナイザー
に、シンガーソングライターであり、俳
優、そして実業家としても有名な芸能
人のGACKT氏が、7月1日付で就任し
たことが発表された。
　GACKT氏は、ジュエリーや時計に
造詣が深く、自らデザインしたジュエ
リーブランドを手がけることでも知られ
ている。
　同役職に就任した経緯としては、ラ
ボラトリーグロウンダイヤモンドの存在
を知り、ピュアな輝きに感銘を受けたと
いうGACKT氏が、2018年の夏に協力
を申し出たのがはじまり。
　そして今回、ラボララトリーグロウン
ダイヤモンドの魅力を、日本だけではな
く、世界の消費者へ伝えるために、同協
会のエグゼクティブオーガナイザーに
就くことを快諾し、今後は、コンテンツ
作りや、国内外での啓蒙活動という重

要な責務に励むとしている。
　またGACKT氏自身も、ラボラトリー
グロウンダイヤモンドを使用したジュエ
リーや時計などを、今後は展開していく
ほか、ラボラトリーグロウンダイヤモンド
のオーガナイザーとして、同協会ととも
に、宝飾分野以外のアパレルやインテ
リアなどの業界とのコラボレーションを
オーガナイズしていくとして、今後の動
向に注目が集まっている。

 

元々ジュエリー業界やダイヤモンドと
の接点は、あったのでしょうか？

　10年ほど前まで、自分でデザインし
たジュエリーアクセサリーブランドの会
社を持ち、有名デパートにも出店してい
ました。

　ダイヤモンド
には元々興味
があり、独学で
知識を付けまし
た。元カルティ
エの著名なクラ
フトマンとコラボ

して、自分でデザインしたダイヤモンドア
クセサリーを製造販売したりもしていま
す。その後は、海外の有名ブランドや国
内のジュエリー会社と提携し、自分の時
計や宝飾ブランドを作ったりして来まし
た。

グロウンダイヤモンドは、ご存知だった
のでしょうか？

　存在は知っていましたが、初めて実
物に触れたのは昨年です。縁あって同
協会の石田さんと出会った際に、ラボラ
トリーグロウンダイヤモンドを見せて頂
き、そのクオリティに衝撃を受けました。
　今はマレーシアに住んでいますが、
自分の生活の場を選択するのに、今で
も世界中を旅して回っています。様々な
国に行くと紛争、環境保護、天然資源
の問題には無関心でいられません。
　そこにフォーカスして誕生したラボラ
トリーグロウンダイヤモンドを手にした
時「人類の叡智の結晶」に思えました。
天然ダイヤモンドの価値は理解してい
ます。その地位は世界的に不動です
が、新しい可能性に魅了されているひ
とりでもあります。

なぜエグゼクティブオーガナイザーに
就任されたのでしょうか？

　インターネットの登場から世界が激
変し、あらゆる既存のマーケットが縮小
しています。ボクがいる音楽の世界も、
ここ10年でかなり規模が縮小されまし
た。しかしながら、未だ多くのミュージ
シャンが凌ぎを削り合いながらその市
場を分け合っています。
　その中で大切なことは、いかに誰が
マーケットを牽引して、既存の市場をよ
り大きなものに進化させてゆくかだと、

この20年で感じてきました。その進化
の過程で生まれる新たなカテゴリー、
ビジネス、コンテンツ。音楽マーケットも
元々は、レコードやCD、コンサートと
いったビジネスが主でしたが、今では
誰でも簡単に配信できる時代となりま
した。プロとアマチュアの差が無くなっ
てきている昨今、ミュージシャンも音楽
の枠に囚われるだけではなく、あらゆる
ジャンルへ進出して結果を出す事が重

要です。それらのすべてにも、音楽ニー

ズは存在するからです。
　ボクがミュージシャンでありながら、
映画や舞台、さらにはSNSから不動
産、ファッション、ジュエリー、食やサ
プリメントのビジネスまで手掛けてい
る理由もそこにあります。そこに新たな
コンテンツやマーケットを創造し、リー
ドすることによって、その結果、自分た
ちがいる業界を盛り上げることに繋が
ります。
　宝飾マーケットにおいても同じだと
考え、その新たなカテゴリーキラーの
コンテンツこそが、ラボラトリーグロウ
ンダイヤモンドであり、新たな革新家、
チャレンジャーとなる企業や人材を探
し、結びつけ、あらゆるカテゴリーや
ジャンルを超えて、ラボラトリーグロウ
ンダイヤモンドという新たな市場価値
を創造し、新たなマーケットをオーガ
ナイズしてゆくこと、多くの消費者の

芸能人であるGACKT氏が日本グロウンダイヤモンド協会で
新たな市場価値の創造と、新たなマーケットをオーガナイズ

JGDAエグゼクティブ
オーガナイザーに就任した
GACKT氏への質問

皆さんに、その
価値を示して
ゆくことが 、
GACKTの役
割だと思ってい
ます。
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宝
飾
業
界
に
と
っ
て
、そ
の
技
術
的
な
作
業
の
知
識
や
技
能
を
習
得
す

る
の
は
専
門
学
校
で
あ
る
。

　
当
業
界
に
と
っ
て
の
専
門
学
校
は
、東
京
・
渋
谷
の「
ヒ
コ
み
づ
の
」か
、

御
徒
町
に
あ
る「
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
」で
あ
る
。

　
ヒ
コ
み
づ
の
は
、あ
ま
り
接
触
が
な
い
の
で
、露
木
宏
氏
が
理
事
長
を
務

め
る
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
を
取
り
上
げ
て
み
る
。

　
露
木
宏
氏
は
立
教
大
学
出
身
と
の
こ
と
だ
が
、た
ま
た
ま
小
生
は
昭
和

42
年
か
ら
12
年
間
、立
教
大
学
で
四
年
生
を
対
象
に
専
門
教
科
で
あ
る

「
マ
ス
コ
ミ
特
講
」で
非
常
勤
講
師
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。そ
の
よ
う
な
訳

で
立
教
大
学
に
縁
の
あ
る
東
京
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
を
取
り
上
げ
て
み
た

い
。

　
全
国
の
多
く
の
宝
飾
業
者
、小
売
店
や
卸
企
業
の
子
弟
や
社
員
の
多
く

が
東
京
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
で
学
ん
で
い
る
が
、御
徒
町
に
相
応
し
い
、下

駄
履
き
で
も
通
え
る
庶
民
的
な
雰
囲
気
が
い
い
。

　
一
方
、ヒ
コ
み
づ
の
は
、山
の
手
の
す
ま
し
た
雰
囲
気
が
良
い
。

　
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
理
事
長
露
木
宏
氏
は
、こ
の
業
界
の
教
育
者

で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。と
同
時
に
、彼
は
日
本
の
伝
統
宝
飾
品
研
究

者
で
も
あ
る
。大
分
以
前
の
事
だ
が
、柏
書
店
発
行
の
季
刊「
ト
ウ
キ
ョ
ウ

ジ
ュ
エ
ラ
ー
ズ
」へ
も
寄
稿
し
て
い
た
。

　
こ
の
度
、彼
は
詳
説「
日
本
の
宝
飾
文
化
史
」を
発
刊
し
た
。中
身
の
あ

る
本
な
の
で
、日
本
の
伝
統
的
な
宝
飾
品
、櫛
・
竿
な
ど
に
つ
い
て
も
知

識
を
深
め
、是
非
接
客
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

　
日
本
宝
飾
ク
ラ
フ
ト
学
院
の
大
場
主
任
教
授
の
下
で
学
ん
だ
学
生

が
、全
国
津
々
浦
々
の
宝
飾
店
で
働
い
て
い
る
。実
に
こ
れ
こ
そ
が
宝
飾

業
界
の
ベ
ー
ス
な
の
で
あ
る
。

　
今
回
で
本
稿
を
終
え
る
が
、取
り
上
げ
た
人
だ
け
が
宝
飾
業
界
を

創
り
上
げ
た
訳
で
は
な
い
。全
て
の
人
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
不
可
能

だ
。書
い
て
み
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、こ
の
業
界
で
も
教
育
が
基
本
と
い

う
事
だ
。

　
以
上
、故
人
も
含
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
、団
体
の
代
表
者
に
対
し

て
、敬
意
を
払
い
た
い
。

（
順
不
同
）

　
ナ
カ
ガ
ワ
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
、坂
口
商
会
、栄
光
時
計
、大
沢
商
会
、み
つ

わ
真
珠
工
業
、ミ
キ
モ
ト
真
珠
、オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、白

光
、国
太
、ラ
ッ
キ
ー
商
会
を
は
じ
め
と
す
る
甲
府
の
企
業
、大
月
真

珠
、田
崎
真
珠
、ヨ
シ
ダ
興
行
、桑
山
、ム
ラ
オ
、ジ
ュ
エ
ラ
ー
ズ・
ジ
ャ
パ

ン
、日
本
ゴ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
、ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
、以
上
。

　
次
回
は
諏
訪
貿
易
の
諏
訪
恭
一
会
長
と
の
対
談
を
予
定
。
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